



























































































すけど、Research Institute for Humanity and Nature ですよね。民藝の中に





























図 3写真 1　出典「三國荘 : 初期民藝運動と山本爲三郎」
















































































　写真（※ 4）は一昨年 NOSIGNER というデザインの活動体がやった展示な
のですが、真ん中に iPhone が置いてあります。そこから配電盤のようにた
※ 3　柳宗悦（2006）『民藝とは何か』，講談社学術文庫，200pp.
※ 4　下記 URL を参照。






























































































　同じ雑誌「民藝」の 73 号、1959 年の、奇しくも岡本太郎が沖縄に行った、
あるいは 1/60 の GDP だった時代の文章です。盟友でもあった陶芸家の河井
寛次郎の、「物買ッテクル、自分買ッテクル」という有名なフレーズがあり
ます。物を買うということは、実は自分を買っているに等しい、物を選ぶと
いうことは自分を選ぶに等しいという、河井ならではの文があるんですけど、
これにかこつけて柳は、自分にとっての買い物について、あるいは物との出
会い方についてのエッセイを綴っているのです。
　そこでまず、彼はこう言うんですね。「此の頃の私の感じでは、『物買ッテ
クル、大勢ヲ買ッテクル』という気持がしてならぬ。大勢の人の心が一緒に
なるその世界を買入れることにもなる。自分だけを買ってくるのではない。
私は物を買うと、悦びを分つ友が何時も欲しい。それで、『物買ッテクル、
友買ッテクル』と云い度い程である」と、シャレみたいなんですけど、こう
言うんですね。さらに、「処が私は次のようなことも又気づいた。『私が物を
買い集める』というが、寧ろ『物が私を買う』のだと。否、本当は『物買ッ
テクル』のは、自分を物の友達にさせて貰うことである。切っても切れぬ間
柄になることである。否、この頃の私の気持では『物買ッテクル、師ヲ見ツ
ケテクル』という感じが強い」と。
　先ほども非人間中心主義という発表（ポスター G-09：蒔野真彩）があったんです
けど、物の側が自分を引き寄せているみたいな話をしているわけです。また、
この文章ではこんなふうに言っています。「考えように依っては、そこに自
分の住む故郷、やすらいの場所を見出しているのだとも云える。美しい物を
愛するのは、そこに一番慕わしい我が安住の家があるからとも云える」と言っ
ていて、図らずも故郷喪失という言葉も紹介しましたけど、どこか根無し草
になったような形で浮遊してしまうところがあった近代社会の中で、もう一
回モノを軸にして自分たちの身近なところから安心、安全、居心地のよさの
ようなものをつくり出していくことで、もう一回失われた故郷を回復しよう、
みたいなところがやはり民藝の世界にもあったのではないかということをう
かがわせてくれる短文です。でもそれは日常の些細な買い物の中でみられる
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ようなもので、急に大きな社会運動を起こすとか、革命を起こして政権をひっ
くり返すようなものではなくて、大事なのは個々のモノとの出会いからそれ
を紡いでいったということだと思うんですよね。
　今日は人新世という、地質学年代を更新するようなでっかいスケールの言
葉がありますけど、問われているのはたぶんこの日常なんですよね。日常の
中で僕たちがどういう物を選び、どういうふうにそれを仲間と、近しい人と
共有し楽しむという、そこから始まるんじゃないかということだと思うので
す。柳の文章は時としてすごくシュプレヒコールを上げるような勇ましいも
のもあるのですが、この文章を読んだとき、僕はすごく安心しました。この
人も買い物をしたんだと。今も生きていたら無印良品に行ったんじゃないか
なと思ったところで、僕の話を結ばせていただきます。どうもありがとうご
ざいました。
